
点数　各項目20点満点
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
136 無垢な願い あきら 一般審査員A 20 20 20 20 20 100 初めて満点をつけさせていただきます。あまりにも怖すぎで言葉を失いまし

た。娘と過ごす平和な日常が徐々に崩れ去っていく緊張感。保護者同士がメッ
セージアプリを使っての情報共有という現代的な展開。見えない友達が家に
やってくる恐怖。最愛の娘の表情が変わってしまい、自分が最初に想像したエ
ンちゃんの姿になってしまったこと。いろいろなホラー要素がすべて詰まった
話でこの月一番だと思っています。主人公の母親にとってみれば我が子が無事
に成長することは無垢な願いだと思う。その願いが踏みにじられてしまった。
無垢という意味がこれほどまでに怖い意味になるとは思いもしませんでした。

136 無垢な願い あきら 一般審査員B 14 14 13 10 15 66 保育園にだけ現れる子供の霊かなと思っていたら、イマジナリーフレンド系の
生き霊で、マジでってなっちゃいました。でも、もしかしたらダイちゃんの寂
しい気持ちに引き寄せられた、霊がエンちゃんになりすまして子供らを利用し
て取り憑きやすい子を探していたのかもしれませんね。

136 無垢な願い あきら 一般審査員C 14 14 13 12 14 67 イマジナリーフレンド幼い時は架空の人物とお友達になり自我が確立してゆく
と共に自然と消えてゆく‥無垢がゆえに何処までも絡みつく子供の霊や、自分
が亡くなった事に気付いていない者、成仏を願わない者はいつまで悪気も無く
現世に残り続けると聞きます。子供の霊ならではのいやな怖さがありました。
展開としてはそこまでの新しさや、ユーモアはありませんでした。もう一つ展
開が欲しかったです。

136 無垢な願い あきら 一般審査員D 18 17 17 18 19 89 完全に油断して読んでいたのでオチで完全にしてやられました。途中まではタ
イトル通り純粋な子どもにだけ見える「何か」かと思っていましたが、それが
裏切られた時の反動が大きすぎて思わず最後まで読むのを躊躇ってしまいまし
た。見てはいけないものがそこに居るような気がして。個人的には、最後は
もっと勿体ぶってじわじわ迫ってくる感じにしてくれても良いと感じました。
全体的にどろっとした和製ホラー映画を見ているような気分になりました。と
ても面白かったです。

136 無垢な願い あきら 一般審査員E 20 20 20 18 20 98 幼児の単なるイマジナリーフレンド話かと思ったら、次々とクラスの園児に伝
染していって、しかも園児の自宅にまで来てしまう恐怖。いくら優しい祖父母
に育てられていても母のいない淋しさは埋められなくて「エンちゃん」を作り
出してしまった気持ちが切なかったです。また『エンちゃん』の語源が『居な
い子』というのも上手いと思いました。そして最後に遂に探していた優しいお
母さんを見付けて、自宅にやって来て我が子と重なって見える所が、とても怖
かったです。１本の映画を観たかの様に楽しめました。ぜひ映像化して欲しい
作品です。

136 無垢な願い あきら 一般審査員F 16 12 13 12 13 66 最初、イマジナリーフレンドか、或いは霊か、と思われた「エンちゃん」。で
も、その正体はご両親がいない寂しさの思いから一人の園児、ダイちゃんが作
り出した念、純粋な願いが形となって現れたものだったのだろう。祖父母が愛
情をかけてあげていても、やはり周りの子供達と比較したりしてしまうと特に
自分にはお母さんがいない、という寂しさを感じざるを得なかっただろうダイ
ちゃん。ミナちゃんのお母さんに迫る不安、気味の悪さが怖さを感じさせます
ね。よく、子供の霊は怖いと言われるけれど、それは純粋が故に、ストレート
に念をぶつけてくるからなんでしょうね。ミナちゃんのお母さんが、ミナちゃ
んに注ぐ優しさ、愛情が、皮肉にもダイちゃんの代わりとなった思念体のエン
ちゃんのターゲットにされたんだと思うと切なくも怖い。

136 無垢な願い あきら 一般審査員G 20 18 18 10 15 81 いやぁ…面白い怪談でした！怖さは満点を付けさせて頂きました。まず文章の
構成も読みやすく、情景描写も上手いので文章から色々と感じ取れるものがあ
りました。又私の職業とリンクしている事もありもし子供達がそんな事を言い
出したら自分だったらどうするか⁈そんな事も考えながら読ませて頂きまし
た。しかしこのお話しは可哀想な部分もあり…子供の無邪気さからくる怖さも
相まって複雑な気持ちにもさせられました。このエンちゃんのその後、家に住
み着いてしまったのか？いっそ座敷童子みたいに幸せを運んでくれるのなら良
いのに…その後どうなったのかも気になりました。

136 無垢な願い あきら 一般審査員H 18 15 12 15 15 75 私は今月一番の怖さを感じました。私に幼い子どもがいるので、投稿者様のリ
アルな描写が容易に脳内再生でき、自分の子どもが通っている園で想像をして
しまいました。「真っ黒な穴」というキーワードが効果的に配置されており、
読了するまでこびりつくような感覚になりました。登場人物たちの些細な動き
や感情変化の描写が丁寧に書かれており、読み物としての完成度もかなり高
く、最後までストレスなく読む事ができました。最終章に入ってからは、かな
りのスピード感で進行し爽快感すら感じてしまいました。解決しないエンドは
予想の範囲内でしたが、起因がとにかく切なく、切なさで苦しくなる素晴らし
い怪談だと思いました。

136 無垢な願い あきら 一般審査員I 17 15 12 12 14 70 エンちゃん怖い。イマジナリーフレンドって外に向けることができるんだとい
う意外さ。協力してたという子供たち。自分の子供が何かにのっとられてし
まって。これから先も気になってしまう話でした

136 無垢な願い あきら 一般審査員J 18 18 18 15 18 87 怖さ：最初はイマジナリーフレンドだったのかもしれないが、集団が認識する
ことで、意思を持ったナニカになったエンちゃんが最後に主人公の子供となっ
てしまうというわけのわからず、非常に怖かった。
鋭さ：主人公が娘やその他の親と状況を把握していき、最後に娘を失ってしま
うという流れが非常に興味深い。
新しさ：イマジナリーフレンドと思わせながら、ナニカとなるという非常に興
味深い新しさがあった。
ユーモアさ：イマジナリーフレンドと思わせた娘さんとの話が面白い。
意外さ：まさか最後に娘を失うことになるとは全く想像していなかった。

合計 175 163 156 142 163 799
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
140 喰らう宿 平中なごん 一般審査員A 15 14 15 16 15 75 お友達は生贄になってしまったんだろうか。それは分からないが、不思議なも

のを買っている宿の話は不気味でしたね。そして、何か知っている若女将。絶
対に確信犯だろ。今も営業しており、繁盛しているみたいだけど、その繁盛の
代償は果たして生贄だけなんだろうか？何か罰が宿にありそうな気がするな。

140 喰らう宿 平中なごん 一般審査員B 15 13 14 14 14 70 しっかり面白かったです。いちいち出ていく客を把握している女将は怪しすぎ
るし、女将と話す余裕はあるのに仲間には連絡できないのはおかしいと思うの
で、女将はクロですね。最後のでかい口と舌との戦いは面白かったです。一気
に怖くなくなりましたw。1日に1人生贄にしていたら、ヤバいくらい目立つの
で、そこはちょっと修正した方がいいですね。あと、3泊4日なのも違和感があ
るので2泊から頼み込んでもう1泊するみたいな流れの方がいいと思いました。

140 喰らう宿 平中なごん 一般審査員C 15 15 16 13 15 74 神をおろし、敷地内に留めておく事で繁盛させる宿。
確かにそういう話は少し聞いた事がある。
そういう事が出来る建築士が存在するようだ。
しかし、この呪術はかなりヤバめなようで、客を喰ってしまう。
女将がこの事を知っているかどうかは最後まで分からない。
オーナーが独自でやっている可能性もあるが、宿側ではこれまで異常な事態が
起こっていることは認知しているだろうから、やはり分かっていて誤魔化して
いる可能性が高いだろう。
そう考えるとヒトコワでもある。
いや、最初から最後まである意味ヒトコワであろう。
怪異を利用し客を犠牲にしてまで繁盛させているのだから…
といった考察が出来るくらいには内容がしっかりしていて、文章は読みやすく
とても楽しめた。
惜しむらくは、せっかく3人登場人物がいるのだから、もう少しそれぞれを
キャラ立てをしておけば、もう一段階感情移入出来ただろうことと、1番の怖
さであるはずの襲撃シーンが少し拍子抜けな感じがしてしまったところかな。
舌のイメージがやや怖さに欠ける気がする…

しかし、全体としては素晴らしかった。
140 喰らう宿 平中なごん 一般審査員D 15 16 17 19 17 84 読み始めた時は「よくある禁忌に触れる話か」と気楽に構えていましたが、最

終的に壮大な話になっていてしてやられたと思いました。構成と発想が素晴ら
しい。まさかそんな方法で生贄にされていたとは思いもしませんでした。正に
飛んで火にいる夏の虫。全体的なテンポもよく、あっという間に読み切ってし
まいました。それだけに、起きる怪異が電子機器の不具合だけ、というのが
少々物足りなく感じてしまいました。読み終わってからタイトルに戻ると全て
納得がいく、という話。

140 喰らう宿 平中なごん 一般審査員E 20 15 18 15 18 86 心霊現象が起こる宿だと、いかにもと言うさびれた宿を想像してしまいます
が、そこそこ繁盛している宿なのが不気味ですね。若女将も普通な感じなのが
更に恐いです。敷地内に蔵が有るという事は、歴史ある旅館なんでしょうし、
若女将だけじゃなく女将も、代々の女将も全てを知っていて宿泊客を本日の生
贄として蔵に誘い出し、喰らわせて、旅館を繁盛させていると思うとますます
恐いです。果たして何人の宿泊客が生贄になったのかと思うと、ゾッとしてし
まいました。

140 喰らう宿 平中なごん 一般審査員F 13 13 15 15 14 70 心霊系某チューバーという肩書きから、またよくあるパターンのお話なのかな
と思ったら、宿が人を喰らう、という内容で、想像を越えてきて面白く読ませ
ていただきました。宿に神(？)が宿り、宿自体が生き物のように呼吸をし、鼓
動を打つ。こういう展開は新しくもあり、ユーモアさも感じました。とある温
泉旅館に泊まった人が謎の失踪をしたという話からそれに関する噂を集め調べ
ていくと、どうやら他にも失踪した人が何人もいるらしい事がわかり、調査と
称した動画撮影に赴くチューバー達。秘密は『蔵』にあるらしいが、『蔵』は
怪しさを醸し出すアイテムとして古く昔からあるものだけど、新鮮さを感じま
す。友達のAが蔵を発見し、扉が開いていたので中に入り動画を撮影するも、
画面は真っ黒。そして、翌日、Aは消え、次にはBが…と、お決まりのパターン
ではあるけれど、次は〝俺〟がーと、危機が迫り来るものには怖さを感じま
す。お話としてはミステリー調でなかなか面白かったです。誤字や脱字がない
ともっと完成度もアップしますね。

140 喰らう宿 平中なごん 一般審査員G 18 15 18 10 15 76 これまた物語ちっくな面白いお話しでした。怖さや新しさは高評価としまし
た。文書がとても読みやすいので情景もとても浮かんできて、あたかも自分が
そこで経験しているような怖さがありました。内容も聞いた事のない様な話し
で、しかもこのホテルは現在もまだあるとの事で更に怖くなりました。又同じ
状況で人が次々といなくなるという設定も、何となく想像は付くのですがそこ
も又面白いなぁと。しかし不思議だなぁと思う事も沢山あり、考察しがいがあ
りそうですね！

140 喰らう宿 平中なごん 一般審査員H 12 14 16 15 10 67 まさに題名通りの怪談でした。等身大のお雛様みたいな…って表現だけで十分
怖い。いろんな想像を膨らませながら読み進めました。3人のYoutuberが撮れ
高のために宿泊した宿で主人公以外が急に帰宅してしまい、連絡がつかない。
残された定点カメラのおかげで、主人公の共犯者のような気持ちになりかなり
没入してしまいました。後半は予想をしていなかった展開になり、ホラーファ
ンタジーを読んでいる気持ちになりました。

140 喰らう宿 平中なごん 一般審査員I 11 12 11 10 11 55 神に選ばれる。同じグループの人が全員選ばれちゃうのはちょっと不自然だな
と。生贄ってそんな立て続けに必要なものなのか？と疑問に思いました。お守
りで助かるのもなんだかなぁって感じでした。他のふたりはお守り持ってな
かったのか？心霊系なら1つは持ってそうなのになぜ？って感じでした。続け
て3人より一旦帰って時間を置いての方が生贄を理由にするならよかったのか
なと思いました

140 喰らう宿 平中なごん 一般審査員J 17 17 17 18 18 87 怖さ：生贄を宿泊客から差し出していたという純粋に怖い話、宮沢◯治の注文
の多い◯◯店にあるような話を想像した。またヒトコワと怪奇現象をマッチさ
せた非常に怖い話だった。
鋭さ：ヒトコワの部分が最後に際立ったところが非常に良かった。
新しさ：何を現象の起因にしているのかがよくわかったと心霊スポットの噂は
結局、誰がなんのために流しているのかというところが気にならせるところ。
ユーモアさ：主人公の仲間内でのやり取りが非常に面白い。
意外さ：旅館が何と取引をしたのかが分からない気持ち悪さが残ったままなの
が非常に良かった。

合計 151 144 157 145 147 744
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
138 落合ちゃん 一般審査員A 10 11 12 14 13 60 正直に言うとオバケが出るとかそういう類ではないけど得体のしれない何かに

よって負の連鎖が起きているなって感じました。ちょっと時系列が分からない
ところがありましたが、読み物としては悪くないと思います。一つ一つが独立
した作品に見えて、実は裏ではつながっていた。まさにオムニバスと言った話
で面白かったです。

138 落合ちゃん 一般審査員B 14 15 13 12 16 70 しっかりとした話でした。このままショート映画でもいけそうな内容でした。
呪い伝染系の話なので映画版リングみたいなシステムになっちゃいますがよく
できた話です。最後の彼がゲイだったのと彼女の匂わせパパがパパ活だったの
は文章だと微妙でしたが映像だともっと生きそうだと思いました。

138 落合ちゃん 一般審査員C 14 14 16 13 15 72 連鎖する死。そこに何らかの法則性を見出して回避できないかと奮闘する様が
まるで映画のようで映像が浮かびワクワクとしました。次は自分だと確信した
後の人間の行動は、欲望の下僕へと成り下がりそして崩壊してゆく。そういっ
た警鐘としての結末もとても良かったです

138 落合ちゃん 一般審査員D 15 10 16 18 16 75 ストーリーの骨組みはとてもいいけれどいかんせん文章のテンポが悪く、内容
が頭に入って来なかったです。匿名性を出すためのアルファベットで個人名を
敢えて出さなかったことで、最終的にキーになる性別も分かりづらく世界観に
入りきれなかったのが残念。設定がとてもユニークで面白いだけに文章の拙さ
が本当に勿体ないと感じました。ただ、連鎖していく不気味な出来事の根本的
な原因は不明。そして、結局その連鎖から逃れる術もないというなんとも理不
尽極まりない怪異とは関わりたくない、と心底思いました。

138 落合ちゃん 一般審査員E 18 18 20 18 18 92 感染するように自死が連鎖していく恐怖と死を目の前にして明かされる人間の
裏の顔。なんとも言えない恐怖を感じました。誰しも大なり小なり秘密を抱え
て生きているとは思いますが、夫婦や恋人だからこそ知られたくない事までも
が明るみになってしまうのは、ある意味恐い。まだまだ連鎖は終わらない結び
で、連鎖の法則が正しいので有れば、いつかは終わりが来るのかも知れません
が…。中年のサラリーマンが何者なのかも謎が残って、先が気になりました。
続編を書いて欲しい作品でした。話と話の区切りが分かり難い所が有ったの
で、そこを工夫して貰えたら読みやすくなると思いました。

138 落合ちゃん 一般審査員F 17 15 16 17 15 80 連鎖…。不思議な自殺が次々と連鎖していくお話ですが、結局、わからない事
が多い、というのが恐怖心を煽りますね。死の連鎖的な怪談はまあまあ在るも
のの、近しい関係、性的な関係にある者が次々に自殺していく、というのはあ
まり聞いた事がないような気がして、新しさも感じますし、面白いと思いまし
た。オムニバス形式の怪談、というのもあるにはあるけれど、案外、目にする
事は少ないような気もするので、そこにユーモア性も感じます。着眼点がいい
ですね。この事件を調べていたライターさんの後輩の女性の方のパパ、という
のはパパ活のパパであって、結局、本当の姿なんて見た目じゃわからないんだ
ろうな、とヒトコワ的な怖さも感じました。その彼の方も、同性同士でE先輩
と関係があった、というのも意外性があり、面白く読み応えがありました。

138 落合ちゃん 一般審査員G 18 15 15 10 14 72 死の連鎖、怖いですね…これは本当にトラウマレベル！文章構成も工夫がされ
ていておもしろいのですが、急な場面転換にちょっと⁈となる部分があり、怖
い！不思議！という気持ちにさせられたのにこの場面転換で、気持ちが一瞬立
ち止まってしまう感覚になったのが残念。確かにこの連鎖を文章で伝えるのは
なかなか技術のいる所だったので、その点では評価したいと思います。しかし
先にも述べた様に怖さの点では高評価です！先が途中から読めてくるものの、
やっぱりというオチの安堵と恐怖。面白かったです。

138 落合ちゃん 一般審査員H 15 20 15 10 5 65 こんなスパイスの効いた怪談ははじめてです。終わらないオムニバスだったん
ですね。オムニバスって、死がつながって連鎖するという意味だったとは…。
感染症のように連鎖していく自殺が謎解きのようでワクワクしながら読みまし
た。性交渉がきっかけという点が判明した後も意表をつかれてしまい、投稿者
様の引き出しの多さを感じてしまいました。認知の歪みを上手く使ってある謎
解き系怪談ですね。すばらしい！

138 落合ちゃん 一般審査員I 13 12 15 12 11 63 性行為があった相手に感染する死。世にも奇妙な物語でありそうですよね。結
局、連鎖を止めるのはかなり難しそうな。でもいつかは止まって欲しいような

138 落合ちゃん 一般審査員J 18 18 18 15 18 87 怖さ：自殺連鎖事件について、◯ングを彷彿とさせる呪いのようなものを感
じ、非常に怖かった。
また、結局、連鎖を止められなかったことで終わったところも怖さをひときわ
上げている。
鋭さ：登場人物の人物相関が非常にわかりにくいが、何らかの関係性があるこ
とを突き止めた先輩の視点が中心になっていてよかった。
新しさ：推理調の話になっていて、非常に面白かった。
ユーモアさ：推理調の物語が読者を引き付ける形となっていて、最後の連鎖が
終わらないという気持ち悪さが良かった。
意外さ：結局、なぜ連鎖が続くのかがはっきりしないところが良かった

合計 152 148 156 139 141 736
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
133 一般審査員A 14 17 15 16 15 77 主人公がナンパした女性は実は亡くなった人って話はよくあるパターンだなっ

て思ったんですけど、それが大家さんのお爺さんやアパートに出てくる謎の黒
い塊などいろいろな伏線が一つにまとまるのは新鮮だなって思いました。いつ
の時代もおかしい親はいるけど、その親によって犠牲になるのはやっぱり何と
も言えないですね。

133 一般審査員B 12 13 10 10 12 57 伏線もちゃんと回収してたり、ちゃんとしたオチもあってよくできた話です
が、真実味に欠けるところが惜しい話ですね。話を上手く作りすぎていて怪談
ぽさがなくなってます。それどういうこと⁉︎的な要素も取り入れると話に深み
が生まれると思います。

133 一般審査員C 14 14 14 15 16 73 決して怖いだけでは終わらないある夏の物語。何十年経とうが母親の呪縛から
解放される事は無いのでしょうか…文書として会話形式から大家のお爺さんの
目線と変化が一本調子にならず、そして読みやすかったです。後に聴いて知る
物悲しいストーリー、怖さより意外さを強く感じました。また浴衣姿の可憐な
女性と爪の無い怨念の塊と化した霊の対比が印象強く良かったです。

133 一般審査員D 14 16 12 15 17 74 血縁というわけでもない「俺」と波長が合ってしまって起きた怪異なのでしょ
うか。「返して」に込められた想いを知った時は鳥肌が立ちました。そっち
か！としてやられた気分。なので意外性を高めにつけました。そして、それら
を全てわかった上でずっと浴衣を手放さなかったお爺さんの愛情や後悔を想像
するとなんともやりきれない気持ちになりました。この季節に合ったちょっと
切ないけどちょっと怖い。そんなお話でした。

133 一般審査員E 19 19 20 20 20 98 霊と思われる物が襲ってくる箇所の描写が短いのにも関わらず、もの凄く恐く
描かれていて、しっかりと怪談なのに、最後は心がほっこりしました。主人公
の人柄も素敵ですね。浴衣を持っているって事は、あの女がまた現れるかも知
れないのに、浴衣を大家のお爺さんの棺には入れずに、お爺さんと杏子さんの
幸せの為にしばらく持っていてあげる行動が素敵過ぎてウルウルしました。誰
しも初恋は忘れられないものだけれど、こんな経験は一生忘れないなと思いま
した。初恋の甘酸っぱさも有り、恐怖も有り、最後は心が温かくなるハートフ
ルな怪談でした。

133 一般審査員F 10 10 11 13 12 56 お話を読んだ感想は、怖さよりもどこか哀愁を感じさせるような、切なさのあ
るお話、そんな感じでした。主人公である俺が夏祭りで出会った浴衣の似合う
彼女。でも、実は彼女は幽霊だった。マンガやアニメの題材としてはよくある
ような感じはしますが、ただ、その彼女はアパートの大家であるお爺さんの幼
なじみだった。この辺りは意外といえば意外かもしれませんね。恐らくお爺さ
んはその彼女の事が好きだったんじゃないか、そんな気がしています。怖い、
という意味ではインパクトはそれほどありませんが、こんな淡い思い出のよう
なお話は嫌いじゃないです。実の母親に殺されてしまった彼女はかわいそうだ
し悲しいですね。

133 一般審査員G 15 15 18 10 15 73 読み始めは甘酸っぱい恋愛小説か⁈なんて思う様な出だしで、文章の構成もと
ても読みやすく一つの小説を読んでいる様な、情景の浮かぶノスタルジックな
怪談でした。怖さという点では髪の長い女の人の所では文章の描写も相まって
ゾッとしたのですが、全体的にはそこまで怖さは感じませんでした。しかしお
話しの内容が私は好きだったので全体的に高得点としました。特にお爺さんと
のやり取りや会話の部分が面白く、引き込まれますね！終わり方にも含みがあ
りとても読み応えがあるお話しだったと思います。

133 一般審査員H 8 8 15 15 15 61 読了するまでは、霊との悲しい交流の物語かと思っていましたが、主人公も憑
かれてしまっているのではないだろうか…？？という可能性に気付いてしまっ
てからは、なかなか深みのある恐怖を体感できました。ハッピーエンドだと
思っていたら実はメリーバッドエンドだった…って感じですね。その点がこれ
までの投稿作品と違って新鮮さを感じました。あんずのかき氷っていうのもア
イテムと時代経過にぴったりのアイテムで良いですね。夏に相性の良い怪談で
す。

133 一般審査員I 12 12 12 11 15 62 濡れた女が突然出てきた時、今までな話とどうつながるのだろうと思っていた
らほぉって感じでした。話としては怖くなかったですが、よい話だと思いまし
た。2人がこの先毎年夏祭りにいければいいなと思いました。彼は濡れた女に
やられないように大事なものをなくならさないようにして欲しいな

133 一般審査員J 15 15 16 15 12 73 怖さ：夏祭りの思い出と下宿先での大家さんとの関係性が密接に絡み合った悲
しい話だった。浴衣に関わる本当に悲しい話で、６０年もの間関わった母娘が
成仏できていない怖さがあった。
鋭さ：物語に引き込まれる面白さがあった。祭りの中でのかき氷の伏線、大家
さんの思い出などでの真相を追求する話が非常に面白かった。
新しさ：事件の真相の追求と怪談話をミックスした面白い話だった。
ユーモアさ：大家さんと主人公の掛け合いと悲しいお話の度合いが非常に面白
かった。
意外さ：大家さんにとって大切だった杏子さんが殺害されてしまった理由は、
想像していない展開で意外だった。

合計 133 139 143 140 149 704
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
135 玄地蔵(くろじぞう) 一般審査員A 17 15 15 12 14 73 地域に残っている不思議な風習なのかどうかは分からないが、友達がいなく

なったり亡くなるのはちょっと嫌ですね。しかも、他県に住んでいる斎藤さん
まで巻き込まれてしまったのか。いろいろな情報が入っていたので分かりにく
いところがありましたが、不気味な話なのは間違いないかと。最後に、自分の
子供が黒いお地蔵様の話をしてきたってことは何か嫌な予感が始まるのかなっ
て思いました。

135 玄地蔵(くろじぞう) 一般審査員B 15 15 13 12 14 69 村とかの土着風習系の話はリアリティがあって話に引き込まれますね。話自体
が上手いし面白かったです。ヒントだけ与えてこちらに考えさせる点も素晴ら
しいです。最後の息子さんの黒いお地蔵さんのくだりだけわざとらしかったの
が惜しいです。

135 玄地蔵(くろじぞう) 一般審査員C 15 16 15 13 15 74 黒い地蔵‥歴史を紐解けば出てくる出てくるその土地に纏わる真っ黒な因習、
いや悪習…文章としては過去から現在と要約されて読み応えもあり、そして皆
さん大好き視える人！この人が何とか事態をいい方向に導いてくれるはず‥と
はいかずヤられてしまう展開が黒地蔵の絶望感が増し増しで良かったです。

135 玄地蔵(くろじぞう) 一般審査員D 14 17 19 18 16 84 謎解きを読んでいるかのような構成でとても面白かったです。とはいえ、友人
や家族を亡くしているにも関わらずゲーム感覚で怪異を解き明かしていこうと
する幼い故の不謹慎さ。これがやけにリアルで、関わった人間には問答無用で
襲いかかってくる不気味な出来事とのコントラストを醸し出していて良いと思
いました。最後の一文で再び絶望に突き落とされる。どこまでも追ってくる怪
異から次はどう逃れるのか気になります。

135 玄地蔵(くろじぞう) 一般審査員E 15 18 15 15 18 81 学校の七不思議と聞くと「二宮金次郎の像が動く」とか子供たちが怖がる可愛
い怪談を想像しますが、７個目が「黒い地蔵」で学校の七不思議なのに学校外
で起きるとの事。七不思議って７個目を知ってはいけないのでは？って思うと
更に恐さを感じました。子供たちの中で噂されている怪談話が現実となって、
二人の友人と友人の弟、そして理解をし、助けようとしてくれていた斉藤さん
を失い、もう終わったかの様に思えてた話が、自分の息子の代で、また…。こ
ういった言い伝えは、根深く残ってしまうんだなと最後に喪失感に襲われまし
た。

135 玄地蔵(くろじぞう) 一般審査員F 16 11 12 12 13 64 祟りや呪いといった類いのお話になるのでしょうが、非常に怖いですね。土地
の因習が絡んでいたり、と、お話の内容自体に奥深い闇を感じました。玄地蔵
を自分達も見てしまったら…。そんな迫り来る怖さが伝わってきます。その土
地の過去が見えるという能力者の斉藤さんに会い、アドバイスを受けるも、山
に入ってしまい、結果命を落としてしまったカッツん。そして、彼らを救おう
としていた斉藤さん本人も亡くなってしまったという事実に深い恨みの念を感
じざるを得ません。最後の、タケさんの息子さんの衝撃の一言で、この話を思
い出したという事ですが、まだ呪いは続いているのか、とこちらも衝撃を受け
ました。お話は非常に興味深くて良かったと思います。文面で、会話の「」は
改行した方が読みやすくなると思います。

135 玄地蔵(くろじぞう) 一般審査員G 16 18 16 10 16 76 凄いお話しでした！タイトルを拝見した時はそこまで恐ろしいものだとは思わ
なかったので…そして時代背景もとても私にはノスタルジックなもので、ファ
ミコンやビックリマンなどのフレーズにニヤリとしてしまう自分がいました。
またその話があったであろう土地も察しが付くことから、色々な意味で興味深
いお話しでした。文章構成も物語風でしたので読みやすく、情景も浮かんでく
る事から一気に完読です！また文末のフレーズ、オチが秀逸で…そうきたか。
と更に怖さが襲いかかり今もなおその地蔵の怨念が続いているのかと怖くなっ
てしまいました。

135 玄地蔵(くろじぞう) 一般審査員H 15 15 5 5 10 50 創作を前提で書評させていただきます。本当の出来事だと思いたく無いからで
す。設定がエグい。なぜこのような怨念が繰り返されるのかの原因が判明して
からの恐怖が凄まじいです。頼りの綱だった、斉藤さんが亡くなってしまった
事のショックも大きいですが、亡くなった事を知らせるニュースが、たまに見
かける「山菜採りの途中で死亡」という現実であるあるなニュースだったの
で、よりリアリティを感じてしまいました。しかも輪廻の渦からは逃げれない
終わらない系エンド。素晴らしい作品です。

135 玄地蔵(くろじぞう) 一般審査員I 10 10 10 10 10 50 ごめんなさい。話が全く入ってこなくて。。。内容が残ってなくて。。。入ってこ
ないとかかいていても最後までちゃんと読めたんですがこれは。。。文章が私の
好みじゃないのか読むことに苦労しました。頑張って読んだものの何も覚えて
なくて。。。すみません

135 玄地蔵(くろじぞう) 一般審査員J 18 13 13 15 15 74 怖さ：江戸時代からの因習が関係した怨みに関わる現代の神隠しで、そこに関
係した親族が今になって被害を被っているという非常に業の深い話だと思いま
した。
鋭さ：主人公が関わり、相談した能力者さんが亡くなり、次の世代にも引き継
がれてしまうということがわかる話であった。
新しさ：江戸時代の因習と現代の事件をミックスさせる話で非常に興味深かっ
た。
ユーモアさ：能力者の方と主人公との話に興味がそそられるやり取りとなって
いた。
意外さ：能力者の方がまさか亡くなってしまうとは。。。非常に残念な思いをし
ました。

合計 151 148 133 122 141 695
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
139 やさしさ イソノ ナツカ 一般審査員A 10 5 5 5 10 35 えっ？気を使って無理やり料理を食べていたってことでいいのかな？いついか

なる時も残すことはなく食べていた。でも、人間だから食欲がない時もある。
そういう時は食べたくないって言えばいいと思うけど、それも言わなかった。
お母さんのためだと思ってもそれが「やさしさ」になるとは限らない。しっか
りとコミュニケーションはとらないとダメって話ですね。怖い話だとは思わな
いので評価点は低くしています。

139 やさしさ イソノ ナツカ 一般審査員B 13 12 15 12 13 65 読みやすい話でした。でも、私の理解力が乏しいせいか、作者が伝えたかった
怖さをなんとなくしか理解できませんでした。夫婦なら口喧嘩をして互いを分
かり合うもんだと思うので、なんか家族という集まりの中、子供に気づかれぬ
よう水面下でやり合ってたのかなと想像しました。そして、この夫婦は、言い
たい事も言えないこんな世の中じゃポイズンていう事ですかねw。

139 やさしさ イソノ ナツカ 一般審査員C 14 17 15 15 15 76 霊的な現象に見える部分も有るには有るが、この話はほぼ完全にヒトコワに分
類されるだろう。
タイトルにある”やさしさ”だが、この話における“それ”は結局のところ、悔しさ
や意地が根本だったり、自己満足や上面だけのものであったようで、優しさと
は何かを考えさせられる作りとなっていた。
少なくとも相手への思い遣りが無ければ優しさにはならないのだろう。
そんな含蓄のある今作だが、ホラー部分の本質も気付きから来る恐怖に重きを
置くタイプに感じられた。
本当に怖い部分を明言しない形であり技術を感じるが、読み手もそれにある程
度応える必要があるので、疲れた頭で読むと本質を掴めないだろう。
本編で母が使用する“白い粉”。これは結局なんだったのか？
紫陽花を青くする為の石灰だと語られていたが、石灰を使うとアルカリ性の土
になり、むしろ赤くなるはず…
料理を素敵なリアクションで平らげていた父は、グラタンの話の際に明らかに
心無い言葉を母に投げかけている。
夕食時に見せていた父の優しさとは結局なんだったのか？
この辺りに恐怖の種が宿っている気がする。

139 やさしさ イソノ ナツカ 一般審査員D 17 15 18 18 17 85 これといった特別な出来事が起こるわけではなく、淡々とした日常の中に紛れ
込んでいる不気味な出来事。何の変哲もない家族が、少しずつ壊れていくのは
読んでいてとても心が痛みました。「親の愛情」が全て暖かく、良い方向に向
かうものではなく、愛情故に意図しない方向に作用してしまうことは誰にでも
起こり得ると思います。あまりに淡々と描かれているので、最後まで読み終
わった時に「え？」と思わずなってしまいました。じわじわとした不気味な日
常が突然終わり、放り出されたような気分。何がきっかけで母は壊れてしまっ
たのか、そこまで夫を許せなくなってしまう出来事は何だったのだろうか。詳
細に描かれていないからこそ考察の余地があり今回の中ですば抜けて後味が悪
い話でした。

139 やさしさ イソノ ナツカ 一般審査員E 18 18 18 15 15 84 家族の事を思って作っている料理を「母の手料理が恐い」って思われてしまう
のは悲しく思いました。お母さんが家族を思う強い気持ちに共感する部分がす
ごく有りました。でも過ぎたるは及ばざるがごとしと言う通り、お母さんはや
り過ぎてしまったのだと思います。これも家族を思う「やさしさ」なんでしょ
うね。本当はピンクが好きなのにお父さんが好きなブルーの紫陽花を咲かせた
り、無理をして食事をたいらげたり、３人ともが「やさしさ」という名のもと
に無理をした結果、家族が離散してしまったのは悲しいです。心霊のような恐
さでは無いけれど、じわじわと来る恐さが有りました。

139 やさしさ イソノ ナツカ 一般審査員F 12 10 14 12 11 59 ヒトコワですが、母の手料理、という題材は新しく面白いな、と思いました。
私事になりますが、最初の質問の、「お母さんの手料理で何が好きですか？」
とありますが、正直、私は「これが母の手料理で一番好きです」と言えるよう
な料理がないんです。母親が手を抜いていた、とか、そういう事ではありませ
んが、定番の〝これ〟という料理はなく、まあ、何でもそこそこそれなりに美
味しく食べていたかな、という感じです。さて、私の話は置いておいて、この
お話のように、手料理に拘って、ある意味、美味しいものを食べさせる事に執
着する人も実際いるのでしょうね。でも、それで周りにプレッシャーを与える
のは違うし、そういうのがエスカレートするのは怖い。我慢して、相手を怒ら
せないようにするのは真のやさしさではないと思うけれど、本当のやさしさっ
て何だろう、と考えさせるようなお話でした。怪談、と捉えるのはちょっと
ニュアンスが違うのかな。

139 やさしさ イソノ ナツカ 一般審査員G 18 16 18 10 15 77 凄いお話しですね…怪談というか、人怖的な…でも私には新しさを感じたの
で、その点を高評価とさせて頂きました。優しさと怖さ、相反する言葉ですが
良い意味で共鳴し、より“人の怖さ”を感じるお話しだったと思います。この女
の方は本当にトラウマになって辛いと思いますが、お母さんもきっと真面目な
方でそれ故に歪んでしまったのかなぁと。しかし“白いモヤ”とは何なんでしょ
うか…お母さんの念の様なものなのでしょうか…。全体的には文章も読み易
く、書き方も工夫してあり全体的に高評価のお話しだと思いました。

139 やさしさ イソノ ナツカ 一般審査員H 18 16 16 5 10 65 こわいこわいこわい。歪みがある家族の食卓風景ほどこわいものはないです。
母親の執念が激重で、味を感じれないような気持ち悪さが全体から滲み出てい
るような内容でした。体調に異変をきたす父親。そんな父親を見ても微動だに
しない母。最後の食事で母親が言ったセリフも怖すぎる。その粉は何だったの
か？父親を青色にしようとしたのか？答えを出す事が憚れる内容で食事前に読
んだ事を後悔しました。

139 やさしさ イソノ ナツカ 一般審査員I 11 11 12 12 11 57 やさしさ。。。ホントは美味しくなかった料理を美味しいと食べていたことがで
すか？怖くは無いのですが意味もわからなかった。白い粉が原因で胃が悪い的
な感じですか？お母さんのせいでお父さんも娘もいがおかしくなったというこ
とですか？

139 やさしさ イソノ ナツカ 一般審査員J 15 15 15 13 13 71 怖さ：家族間でのお互いの思いが悪くないはずなのに、プレッシャーを必要に
感じてしまったときに生じる関係性の怖さと思った。
鋭さ：家族の関係性や主人公の学生時代のエピソードをわかりやすく書いてい
てよかった。
新しさ：ボタンの掛け違いが生じた家族関係に関して、読者の誰もが感じたこ
とがあるものを表現しているところがよかった。
ユーモアさ：主人公の高校時代の思い出に私自身も遭ったなと思わせるところ
が良かった。
意外さ：結局、白いモヤは何だったのかがはっきりしなかったところが気持ち
悪さを残して終わったところが良かった。

合計 146 135 146 117 130 674
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
134 鍾乳洞 従業員2名副代

表取締役☆ナイ
ト ユタ☆の体
験怪談

一般審査員A 13 12 14 12 15 66 幽霊が出てくる怖さではないけど、異世界に迷う系の怖さはいやですな。実際
に起きたであろう事件とリンクするような話の作りは妙にリアルだと思う反
面、警察があんまり仕事しないのはほんまかいなって思っちゃいましたね。

134 鍾乳洞 従業員2名副代
表取締役☆ナイ
ト ユタ☆の体
験怪談

一般審査員B 12 14 14 10 13 63 鍾乳洞の不思議な話でしたが読んでいても不思議な気分になって話が理解しづ
らくわからなくなりました。時間、場所、年代が理解しづらく関係性もふわふ
わしていて、これをわざとやっているのなら、すごい手法だと思いました。と
にかく不思議な気分になる話でした。

134 鍾乳洞 従業員2名副代
表取締役☆ナイ
ト ユタ☆の体
験怪談

一般審査員C 11 10 12 10 11 54 たまたま偶然というか、思い込みと非日常体験がそうさせたのかも知れません
ね。確かに都市伝説サイトでよく目にする大学生達による鍾乳洞の事故はあり
ましたね　果たして真相は事故なのか？それとも？といった感じでした。すい
ません私には何処が恐怖ポイントでどの部分を注目して読んでもらいたいの
か？いまいち伝わらなかったです。展開や演出としてもっと大きく派手なくら
いに盛り上げてほしかったですね。ストーリーとしても地味でした。

134 鍾乳洞 従業員2名副代
表取締役☆ナイ
ト ユタ☆の体
験怪談

一般審査員D 12 11 16 17 18 74 不思議なことが起こりすぎて一度読んだだけでは頭が追い付きませんでした…
前半部分の整理ができないまま、第二部に突入してしまい、また違う不思議な
世界を見せてもらいました。とても面白かったですが、後半の話が少々間延び
して感じてしまい、鋭さは低めに点数をつけされていただきました。どこから
どこまでが現実で、怪異なのか。読んでいるこちらまで不思議な世界に足を踏
み込んでしまったような気がしました。

134 鍾乳洞 従業員2名副代
表取締役☆ナイ
ト ユタ☆の体
験怪談

一般審査員E 17 15 18 15 15 80 書き出しの文章に凄く引き込まれて読み進めました。心霊スポットとは違うけ
れど、日常とは異なる神秘的な空間で起きた不思議な出来事。書き出しの「記
憶…」とは少し内容が違った印象が有りました。自身が体験した話も彼女が体
験した話もあっさりと書かれていますが、それぞれで１本の長編作品になるく
らいの体験ですね！同じ鍾乳洞の話なのがまた驚きです。きっかけになった
YouTubeの話を詳しく書いて欲しかったのと、同じ鍾乳洞で起きたことを初め
に書いて貰えたら読み方が変わって、もっと入り込めたと思います。

134 鍾乳洞 従業員2名副代
表取締役☆ナイ
ト ユタ☆の体
験怪談

一般審査員F 15 13 13 11 13 65 実話、という認識で読ませていただきましたが、結構怖かったです。起こった
出来事そのものの怖さもそうですが、記憶が他人のものになっている、いや、
事故後の記憶は自分が他人になっている、と言った方がいいのでしょうか。そ
んな怖さ、不思議さを非常に感じるお話でした。確かに記憶は改ざんされたり
美化されたりする事はあるようですが、それでもそれはそんな簡単には起きな
いんじゃないかと私は思っています。私は鍾乳洞にはこれまでに行った事は殆
どないのですが、やはり日の光の届かない地底だったりという場所ではそのよ
うな不可思議な事が起こりやすいのかもしれませんね。そもそも、投稿者さん
が話した警察の方というのも実在する警察官だったのかも怪しい気がします
ね。やはり霊的な何者かだったのでしょうか。

134 鍾乳洞 従業員2名副代
表取締役☆ナイ
ト ユタ☆の体
験怪談

一般審査員G 13 14 14 10 14 65 私も鍾乳洞に行った事ありますが、本当に独特の場所ですよね、何か起こって
もおかしく無い様な場所だと本当に思います。私的にはそこまで怖さは感じら
れませんでしたが、不思議だなぁとか何故なんだろうとか、様々な疑問が浮か
ぶお話しだったと思います。文中で途中から彼女さんの話になるのですが、そ
こでの登場人物が最初弟交えて３人でのはずが、後に妹になっていて⁈と分か
らなくなって何度も読み直したのですが…私の理解不足でしょうか⁇良い感じ
で読み進めていたのでちょっと足止めをくらった感じで残念でした。しかし入
りの文章はグッと引き込まれたので、そこは秀逸だったなぁと思います。

134 鍾乳洞 従業員2名副代
表取締役☆ナイ
ト ユタ☆の体
験怪談

一般審査員H 10 10 10 15 15 60 不思議な出来事怪談ですね。縁が繋がったからか、鍾乳洞と繋がったから縁が
できたのか。SFっぽさもありつつ不思議面白い内容が楽しめました。残念だっ
たのは、登場人物の差別化があまい点と、車の説明が不明瞭だった事から事象
の整理が難解な怪談になってしまった印象です。県ナンバーの説明より、色や
排気量で差別化した方が混乱がおきにくかったかと思います。語り口調は大変
面白く、噛みごたえのある怪談ではあるので何度か読み込むか、朗読が合って
いると思います。

134 鍾乳洞 従業員2名副代
表取締役☆ナイ
ト ユタ☆の体
験怪談

一般審査員I 12 11 12 11 12 58 詰め込まれすぎているのと最後の彼女のお話が入ってこなかったです。ごめん
なさい。長編だから長くしなきゃって詰め込んだのでしょうか？入ってこな
かったおかげで怖くなかったです。最初のカップルのお話は全てが不思議でし
た。2人の存在も警察が来てからも。。。結局、警察さえも幻だったのでしょう
か？水に落ちた音がしたのにほっておくわけないですもんね。

134 鍾乳洞 従業員2名副代
表取締役☆ナイ
ト ユタ☆の体
験怪談

一般審査員J 11 10 11 10 12 54 怖さ：終始よくわからない不思議な話であった。理由がわからないところが怖
かった
鋭さ：物語がいつの間にか進んでしまう面白さがあった。
新しさ：不思議さに極端に特化した物語だった。
ユーモアさ：理由のわからないお話として、後日タンが聞きたくなった。
意外さ：終始、何か不思議な現象が起きているが、なぜなのかわからないま
ま、終わってしまった

合計 126 120 134 121 138 639


